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1. はじめに 

 多くの液晶材料は、光学領域同様、ミリ波領域

においても大きな複屈折を有している。この性質

を利用し、これまでミリ波帯における位相変調器

に対する、p形及び n形の液晶材料の導入につい

て検討を行ってきた1-4)。この液晶位相変調器を用

いて、ミリ波の信号に適切な位相の遅延を与える

ことで、Fig.1 に示すようなミリ波の放射特性を

制御するフェーズドアレイデバイスを目指して

いる。 

ここでは、液晶ミリ波位相変調器を組み合わせ

たアンテナデバイスの基本となる構造とミリ波

(50GHz)の放射特性について基礎的な検討を行っ

た結果を発表する。 
 

2.デバイスの作製 

Fig.2にアンテナデバイスの 1素子のモデル図

を示す。デバイスは、基本的にマイクロストリッ

プライン(MSL)構造に基づいて設計されている。

位相変調を行う液晶位相変調器は、液晶材料を誘

電体として用いた中央部の反転型 MSL 導波路、

その両端の通常 MSL 導波路、及びそれらを繋ぐ

変換回路によって構成されている1,2)。また、先端

部のミリ波平板アンテナから、空間にミリ波を放

射する構造となっている。 

 液晶材料は、プリント基板と上部銅板を用いて

構成されているサンドイッチセル中に導入され

ている。また、両基板の内側に成膜したポリイミ

ド膜により、p 形の液晶分子が導波路に対して平

行に配向している。 

 

3.デバイスの放射特性 

 50GHz のガンダイオードから出力した信号を、

作製したデバイスを用いて空間に放射させた。直

動ステージを用いて検出器を連続的に移動させ

ることで空間のミリ波強度分布を測定すること

により、アンテナアレイデバイスの放射特性を測

定した。 

 Fig.3 に作製したミリ波平板アンテナの放射

パターンを示す。θは、基板と垂直な面内におけ

るアンテナと検出器のなす角度であり、検出器は、

アンテナとの距離がθ=0°で 15cm となるように

設置した。図を見ると、アンテナ中央部で検出電

圧が最大の 10mV程度となり、半値幅が 30°程度

の放射特性を確認した。このアンテナを 2 素子の

アレイとして配列した場合の放射パターンの変

化や、実際に液晶位相変調器を導入した効果及び、

問題点などについての検討を行った結果につい

て報告する予定である。 
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Fig.1 Principle of phased array system. 

Fig.2 Structure of antenna device. 

Fig.3 Radiation pattern along y axis. 
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